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マボヤ(CynthiaroretziDrasche)の人工採苗試験

佐藤 敦 ･青山 宝蔵 ･川村 幸一

は じ め に

.青森県vcおけるマポヤの漁獲量は､県統計によると昭和36年度より42年度まで 679トン～848

トンで比鞍的年変動の少ない漁獲をあげている｡

第 1表 青森県vcおけるマポヤの年度別蘭獲高 (県 統 計)

年 別 (年) 36 37 38 39 40

41 42数 量 (kg}+._金 額 (円) 726.57124.091,817 740,11827,101.229 768,47652.855.407 848,66845.828,250 678.94229.805.892 694.71528,285.985 812

.16146,547,445県内の主な産地は､太平洋岸では尻屋崎から白糠沖まで､津華海峡

では佐井付近の岩礁地帯vc多い｡むつ湾内では､湾内全般に 20-40･m層に多い｡ 日本海側では水深10-30m.層に棲息して

いるが全 く利用されていをho.漁法は､外海においては潜水漁法であるが､むつ湾内においては

､アカガイ操業の際混穫されたものが主である｡西浜漁協では昭和 26年にブ ドウづるで｢イヂコ｣を作

って投入してお9､,又県でも沿撞漁業の振興策として助成金を出し､石､木材､イヂコ､やぐらなど

を投入し増蓉殖をこころみた経験があるが､彼損による流失や涯に埋没したb木材の腐朽によb殆ん

ど収穫にいたらなか った｡ 'S'そこで､マボヤの奉殖法を確立する為に､パームロープを使用し人工採苗を行をい垂下養殖試験

を試みた ｡材

料および方 法(1) 親 ポ ヤ親ポヤは､昭和43年10月2日土屋

地先鴎島より潜水採捕したもので､以

後11月5日まで屋外8トン水槽vc収容､流水とLl週間毎vc2個体

取出し生殖巣の成熟状況調査を行を

った｡茂浦湾の水温の変



(2) 産 卵 方 法

11月 5日VC生殖巣の調査を行在った際､充分成熟した親ポヤを観察 したので､パンライト水槽､

(30･L容量)vc5個体宛収容し､朝夕 2回海水の交換を行をい自然放卵､放精を待 った｡

(3) 媒 精 方 法

くくンライ ト水槽内で得 られた受精卵は､その後デカ.yテーショ ン方法で卵洗浄を行なへ 1水槽当

り4,000個程度とし､ふ化してTadpole stageVCをるまで同じ容器内で飼育した｡

(4) 採 苗 器 投 入

Tadpolestageになった段階で､幼生を 1 トン水槽内に収容､直ちにパームロープ (8%)を 2本

宛､三 ツ編vcした採苗器 (長さ約 1m)を投入し､ これに付着させた｡

この際の水槽内の収容密度は 50個体/ Lで総数は約 40,000個であった｡その後 2日間は止水

とし通気な行夜へ 3日後より流水とし､ 1週間後vcは筏 よD海水中3- 4m層に垂下 した｡

試 験 結 果

(1) 産 卵 状 況

11月 11日､午前 10時換水を終えて問も夜く､ 1水槽中の4個体が可成 り有効な放卵､放精を

行なった｡マポヤは雌雄同体なので卵 といっしょVC精子 も放出され､約 30分位で水槽内が白濁 した

が､そのまま放置 し充分な受精を行表わせた.

(2)発 生 状 況

受精卵は､卵膜を含めて 410- 430〟､ Embrioが 270- 280〟程度で黄褐色をおびてい

た｡水温 14℃で受精後約 1時間で 2･cells stage とな り､ 3時間後vcは 4cellsstage､ 4時間

後vcは 8cells stage ､約 15時間後にはBlastula とな り､その後次第vcEmbrioが長 く伸び､

約 25時間後vcはTadpole の形態が完成 した｡尾は どん どん伸びて頭の上せで長 く浸 り眼点が形成

された｡ その頃に在ると尾部が動 きは じめ､また脊索もは っきり解るようになった.

受精後約 35時間後､幼生の頭の方から卵膜を破 って飛び出すのが観察された｡ふ化 してか ら5時

間位幼生は水槽内の上層を活発に泳 ぎまわ り､その後次第vC運動が不活発と在 り底屈vc沈降するのが

見られた｡やがて頭の先のとが った部分で物に付着を始め､幼生の尾の部分が段々短 くなってゆき､

遂にはおたま じゃくし状の幼生が丸い形に変態 した｡

受精後 4日日頃vc在ると完全に尾がな くを り物に付着するための根が伸びは じめるのが観察された｡

その頃VCなると身体の表面vcとげのある皮が見えて来た｡

受精後 1ケ月頃vcは､体表は透明で､呼水孔､ 出水孔､ 胃腸､心臓をども見えるようvCを り外形は

殆んど成体 と同様となった｡

(3)付 着 状 況

幼生が付着 して変態後､肉眼的に白い点として観察し得たのは翌年の4月上旬であった｡多 くは編

んだ ローブの内部vC付着 していて､外部は少ないようVC思われた｡ 5月より全体に赤味を帯びて見え

るように在った｡

成長は約 1年で 0･8- 1.0cmで重量は 0.13grと在った｡
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採苗器27本で 1連当 り平均 320個体の付着であっ

た｡総数は 8,440個体で放養卵40,000個に対し21＼

%の付着率であ一つた｡

考 察

今年度の試験で､マポヤの人工採苗は比較的容易に出

来ることが明らかになったO又､付着率は 21%程度で

あるが付着時期のテクニック次第でまだまだよい結果が

得られると思われる｡成長率は天然産のものと殆ん ど変

わ りなく､約 1年で0.8- 1.0m程度の大き号になる｡

食用vc供するには､付着後 3- 4年を要するので､宮

城県をどでは山ブ ドウづるなどが最適であるという記録

があるが､青森県では入手し難 く､又､適当に毛羽だっ

てお り海水中に垂下 しても比較的丈夫をパームロープな

どを使用し､今後更に検討 して見たいと考えている｡

付着後は採苗




